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看護⽅法Ⅱ（⽇常⽣活援助A） 30
2年⽣対象。ZOOMを使⽤した講義と対⾯演習に参加し、バックアップし
た。

看護⽅法Ⅲ（⽇常⽣活援助B） 〇 30

2年⽣対象。対⾯での授業とオンデマンド授業、対⾯授業と多様な授業⽅
法を実施した。安全安楽⾃⽴の原則に基づいた援助について⾃ら考えら
れるように課題や事例の提⽰について⼯夫した。学⽣への質問に丁寧に
対応し、学習意欲を損なわないように関わった。

（２）演習
演習の名称 科⽬責任者 コマ数 概要（教育内容・⽅法等において⼯夫した点）

看護倫理 〇 15

科⽬責任者として看護学科3年⽣を対象に、医療倫理に関する理論や原
則、看護実践における倫理的概念や職業倫理について講義やグループ
ワークを⽤いて教授した。看護学実習での場⾯など、⾝近な事例を取り
上げて、看護倫理について主体的に考えられるように関わった。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科⽬責任者 コマ数 概要（教育内容・⽅法等において⼯夫した点）

２．競争的資⾦等の研究
競争的資⾦等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

⽂部科学省・⽇本学術振興会科学研究費補
助⾦(基盤研究C）

「学習者中⼼の教育」を実現する
採⾎技術学習プログラムの開発と
評価

研究分担者 2022-2025

⽂部科学省・⽇本学術振興会科学研究費補
助⾦(基盤研究C）

寝たきり患者が⾞椅⼦シーティン
グを活⽤するための看護援助⽅法
の検証

研究代表者 2020-2024

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年⽉
該当なし

（４）その他

Ethical Problematic Behavior in Assisting
Patients Perceived by Nurses Working in
long-term care units

共同
26th East Asisn Forum of
Nusing Schoiars

〇HIROMI AOMORI, YUKI MORIKAWA,
YUKO HIRANO, YASUKO HIRAMOTO,
YUKIKO YOKOO, EIKO SUZUKI

2023年3⽉

（３）学会発表
学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年⽉

該当なし

（２）論⽂
論⽂の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年⽉IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし
著作の名称 単・共 ISBN 発⾏所、全ページ数 著者、編者名 発⾏等年⽉

経歴
2013年埼⽟医科⼤学保健医療学部 講師 2015年⽇本保健医療⼤学保健医療学部 講師 2019年埼⽟県⽴⼤学保健医療
福祉学部 准教授

所属学会（役職） ⽇本看護科学学会 ⽇本看護倫理学会 ⽇本看護研究学会

１．研究業績
（１）著作

研究分野 看護倫理 看護技術 看護教育
学位 修⼠(看護学）

学歴 2021年埼⽟県⽴⼤学⼤学院保健医療福祉研究科修⼠課程修了

⽒名 ⻘森 広美 部署 看護学科 職名 准教授

看護⽅法Ⅳ（診断治療の援助技
術）

30
2年⽣対象。対⾯での講義と演習に参加し、科⽬責任者と協⼒し、バック
アップした。

看護⽅法Ⅴ（実践的看護展開） 30
2年⽣対象。対⾯での講義と演習に参加し、科⽬責任者と協⼒し、バック
アップした。
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該当なし
８．特記事項

該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年⽉

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年⽉

全学的委員会及びセンター業務等 埼⽟県⽴⼤学研究倫理委員会委員 2022.4⽉〜
全学的委員会及びセンター業務等 ダイバーシティ推進委員会 相談員（介護関係） 2022.4⽉〜

５．学内運営
項⽬ 内容 期間

地域貢献活動 春⽇部市⽴看護専⾨学校 ⾮常勤講師 2022年12⽉
地域貢献活動 ⼤宮医師会看護専⾨学校 ⾮常勤講師 2023年1⽉

（４）その他
項⽬ 相⼿⽅等 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発⾔
メディア等の名称 内容 年⽉

該当なし

夢を⾒つける！リアル体験教室 埼⽟県⽴⼤学 「看護師になりたい」 2022年9⽉
（２）国、⾃治体、学術団体等における委員等

国、⾃治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

オープンカレッジ講座 埼⽟県⽴⼤学 模擬患者（⼊⾨編） 2022年6⽉〜3⽉

オープンカレッジ講座 埼⽟県⽴⼤学 模擬患者（継続編） 2022年４⽉〜3⽉

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年⽉

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・⽅法等において⼯夫した点）

該当なし

卒業論⽂ 主指導 ４名 副指導 名

（４）論⽂指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導⼈数

基礎看護学実習Ⅰ 学外2023年2⽉
1年⽣対象。短い臨地実習の時間内に、学⽣が多くの学びを得られるよう
に実習指導者と協⼒しながら指導を実施した。

基礎看護学実習Ⅱ 学内2022年9⽉
2年⽣対象。学⽣の病院での実習を⾏えるように感染予防対策について、
細やかに指導した。既習の看護技術を着実に実施できるよう学内演習で
くり返し指導を⾏った。

看護過程論 30
1年⽣対象。科⽬責任者と協⼒し、グループワークで助⾔し、個々の学⽣
の理解のレベルに合わせた指導を⾏った。

看護⽅法Ⅰ(看護の基本技術） 30
1年⽣対象。ZOOMと対⾯での演習に参加した。科⽬責任者と協⼒し、基
本的な看護技術が⾝につくように指導を⾏った。

ヒューマンケア体験実習 学内2022年9⽉ 1年⽣対象。学⽣が⾃主的に活動できるようグループ間の調整を⾏った。

（３）実習

実習の名称 科⽬責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・⽅法等において⼯夫した点）


